
令和６年度 多摩市立愛和小学校  授業改善推進プラン  教科名             

 

算数科における指導の重点（身に付けさせたい力） ※学習指導要領に照らし合わせて 

ア 知識及び技能 イ 思考力、判断力、表現力等 

数量・図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解する

こと。 

事象を数量・図形及びそれらの関係などに着目し、問題を捉えたり、考え

たりして、自分の考えを表現し、伝え合うこと。 

 

 児童・生徒の学力の状況（課題） 授業における具体的な手だて 手だての実施時期 成果検証（２月） 

第１学年 ・差や違いを求める計算を正確に計算することが難

しい。ア 

 

・問題文を正しく読み取れないために、正確に立式

することが難しい。イ 

・授業の冒頭の時間で、１０の合成分解に慣れる時

間を設け、計算力を養う。ア 

 

・問題文の中の数字や大切な言葉に印を付けるこ

とにより、問題文の理解につなげる。イ 

常時 

 

 

毎単元 

 

第２学年 ・長さや水のかさの単位換算が難しい。ア 

 

 ・長さや水のかさの適する単位を選ぶための、量感

が乏しい。ア 

 

・問題文を正しく読み取れず、解決する見通しを立

てることが難しい。 イ 

 

・単元の学習終了後も、宿題や日常的な課題とし

て繰り返し指導を行う。 ア 

・身近にあるものを使用したり、予想を立てた上

で、実際に測ったりして、量感を育てる。ア 

 

・問題場面をイメージしやすくするために、文章内

の聞かれていること、分かっていることなどの言葉

にラインを引かせたり、キーワードとなる言葉を覚

えさせたりする 。 イ 

 

毎単元 

 

毎単元 

 

 

 

毎単元 

 

第３学年 ・文章問題の読み取りに課題があり、図や立式に表

すことが難しい。ア 

 

・図形の名称を正しく覚えていない。ア 

・分数概念が理解できていない。ア 

 

・自分の考えについて算数用語を使いながら、順序

立てて説明することが難しい。イ 

・問題場面をイメージしやすくするために、聞かれて

いること、分かっていることなどの言葉にラインを

引かせる 。 ア 

・視覚的な教材を活用して理解につなげる 。 ア 

・単元終了後も、宿題や日常的な課題として繰り返

し指導を行う。 ア 

・発表の話型を決め、繰り返し指導し、定着を図る。

イ 

・毎単元 

 

 

・常時 

・常時 

 

 

・常時 

 

   算数 



第４学年 ・四則計算や単位の換算、数の概念などの既習事

項の定着に課題がある。ア 

・図形を正確にかくことが難しい児童が多い。ア 

・数値や式を図や数直線で表すことが苦手な児童

が多い。イ 

・繰り返し既習事項の練習を行う。ア 

・丁寧に図形のかき方を指導し、繰り返し取り組ま

せ、技術を定着させる。ア 

・デジタル教科書を使い、動画でかき方を具体的

に見せる。ア 

・学習を説明する時に、図や数直線を用いて、具体

的事象と結び付けて考えることができるようにす

る。イ 

・宿題、授業中、朝学習 

 

 

・単元 

 

・常時 

 

 

第５学年 ・わり算の計算を苦手としている児童が多い。ア 

・文章から聞かれていることを見付けて答えること

を苦手としている児童が多い。イ 

・複合図形から解決できる形に変換して体積を出

すことが苦手な児童が多い。イ 

・東京ベーシックドリルを活用し、かけ算やわり算の

筆算を復習する機会を設定する。ア 

・文章中にアンダーラインやマークを付けることで、

正しく立式できるように練習をする。イ 

・複合図形を既習の図形に直すために補助線を必

ず引かせる。イ 

・毎単元 

 

・毎単元 

 

第６学年 ・四則計算、図形、数量に関する基礎的な知識・技

能が定着していない児童が多い。 ア 

・新しい問題に対し、既習事項を元に解き方を考

え、自分の力で答えを導きだすことが苦手な児童

が多い。イ 

・東京ベーシック・ドリルやアプリケーションの「ミラ

イシード」を活用し、既習事項の定着を図る。 ア 

・関係性のある既習事項を導入で振り返り、問題

に取り組む際に児童が活用しやすいようにする。 

イ 

・毎週 

 

・毎単元 

 

 

■「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた一人一

台端末等 ICTの効果的な活用について 

■学習の見通しをもたせることや学習を振り返ることの工夫等、「学び 

に向かう力」の育成に向けた取組について 

１・２年 タブレット端末を使って具体物を操作したり、課題などを分かりやすく確認したりでき

るようにする。【重点：個別】 

３・４年 具体物の操作と ICTによる視覚的な支援で理解しやすくしたり、それを使って説明 

させたりする。【重点：個別】 

５・６年  タブレット端末を使って個々の意見を表し、 交流する。デジタル教科書を使い、個別

に学びを深める。【重点：個別・協働】 

１・２年 授業の導入で、既習事項や前時との違いなどを想起させたり、学習の最後に大切な

ことをノート等にまとめたりする。 

３・４年 学習の振り返りの時間を設け、次時につながるキーワードや自己の課題をノート等に 

まとめる。 
５年   本時の問題を解決するために、既習事項を活用する。めあてとまとめを囲む線を色分

けすることで、学習を振り返りしやすくする。 

６年   小学校での学習のつながりと、中学校への接続を意識して取り組むようにする。 

 

 


